1. [bookmark: _GoBack]調べるテーマを決定する。
例）「有機太陽電池」をテーマとして、決定する。
※ 自分が詳しいものや興味があるものをテーマにすることをオススメします。


2. 研究室（研究者）の調査
「テーマ + 研究 or 大学 or 大学院 or 研究室」で検索し、ヒットする大学の研究室や学科・専攻、研究所、研究者のサイトを10個（目安）リストアップする。
例）「有機太陽電池　研究」で検索し、出てくる研究室をリストアップ。
　企業のサイトや、細かい研究紹介の記事しか出てこない場合は、「有機太陽電池　大学」などキーワードを変えて検索。


3. 研究の目的・課題の明確化
それぞれの研究室（研究者）がその分野の研究をしている「目的・解決したい課題」と「解決するために用いている手法」をリストアップする。
· 目的や解決したい課題は、研究室の「研究内容」に書いてあることが多いです。
書いていない場合は、「業績」で公開している論文やその研究室に所属している学生の卒業論文、修士論文、博士論文のイントロダクション（はじめに、緒言）に書いてあります。
論文が見つからない場合は、「教授名 + 研究内容」で検索すると、研究内容についての解説や、インタビューを受けている記事を読むこともできます。
この後の作業を行いやすくするためのコツとして、抽象化・一般化した表現でリストを作成することをオススメします。

例）有機太陽電池の研究における「目的・解決したい課題」の場合
目的：簡単に作れる太陽電池を作ることでエネルギー問題を解決したい
課題：高い性能を出せる材料がない
手法：特別な構造を持った有機半導体を合成して作り出す。

例２）美術の研究における「目的・解決したい課題」の場合
目的：より良い作成手法を発見したい
課題：有名な芸術家の手法のやり方や意図が理解できない
手法：その時代の他の芸術家の手法と比較し、特異性や汎用性を整理する


4. 研究分野の明確化
リストアップされた課題の共通点を探し、３つのグループに分類し、代表的な「研究分野」とする。
例）有機太陽電池の研究の場合
「高性能材料の開発」「動作原理の解明」「作成手法の最適化」など

5. 記事の作成
それぞれの研究者が掲げている研究の目的を参考にして、研究テーマについての説明文を書く。
各研究分野の説明では、研究の課題と手法を参考にして記事を書く。

【記事の作成に詰まった時】
　設定したテーマが適切でない（難しい）場合があります。
　テーマがカバーする範囲が小さすぎて、それぞれの研究分野が専門的に成りすぎると感じた場合は、より広い研究テーマに変更することをオススメします。
　変更する際は、調査した研究室の研究内容が参考になります。多くの場合は、研究室では一つだけではなく関連した内容の研究を行っています。
　例えば、有機太陽電池ではテーマとして小さすぎると感じた場合、「有機EL」や「有機トランジスタ」まで調査範囲を広げることで、「有機デバイス」という大きいテーマとしてひとくくりにし、「有機太陽電池」「有機EL」「有機トランジスタ」という研究分野のそれぞれについて説明記事を作成することが可能です。
　逆に、テーマがカバーする範囲が大きすぎ、抽象化・一般化した表現で説明することが難しいと感じた場合は、より専門的な内容まで踏み込んで調査することをオススメします。
　その際は、まず、最も研究が盛んそうな分野に注目します。例えば、有機太陽電池の場合、「高性能材料の開発」に注目すると、「低分子材料の開発」「高分子材料の開発」「有機・無機混合材料の開発」とさらに細分化することが可能です。そして、「有機太陽電池における高性能材料の開発」を大きな研究テーマとして、「低分子材料の開発」「高分子材料の開発」「有機・無機混合材料の開発」という研究分野のそれぞれについて説明記事を作成します。


